
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・前回のすくわく活動から今回のすくわく活動まで何度か白菜に触れていたので、すぐに触り
始めるかと思ったが、意外にも躊躇している子が多かったことに驚いた。ただ、子ども達の前
で白菜を切ったことで、子ども達の良い表情や前回の大きいそのままの状態で出した白菜を見
て「前にも触った白菜だ」という認識ができたのかなと思う。
・今回は前回の子ども達の様子から感触を楽しむことに着目を置いて、断面図にどのような反
応を見せるのか、前回とはまた違った感触の楽しみ方ができるのではないかと思った。予想し
ていたのは断面図を触ったり、芯の部分から剥いてみたり、葉をちぎったりと前回のように進
むのかと思っていたが、前回よりも指先に力を入れて剥いたり、落としてみたり、断面の部分
に芯を入れてみたり、中でも驚いたのは芯の部分を指で擦って音が鳴ることに気づいた子がい
たということだった。そこから音に着目しても面白いのではないかと思い、葉で板を叩いてみ
たり、根っこの部分を叩いたり、葉を沢山集めて握って音をさせてみたり、感触だけでなく
色々なことに着目しながら関わっていった。子ども達なりに発見や気づきがたくさんあり、子
ども達から学ぶことが多いと感じた。
・子ども達の目線に白菜を置いてみることも面白いのではないかと思い、次は環境を変えて机
や椅子を用意して活動を進めるのも良いと感じた。
・一人一枚葉を用意したらどんな触れ方をするのか、机の上にただただ葉を何枚か並べて置い
たらどんな反応をするのか等、１回目、２回目と子ども達が楽しむ姿を見て今後も私達が予想
をしていないような反応を見せてくれるのではないかと可能性が広がっていくことを感じた。

・前回のすくわく活動から何度か白菜には触れていたが、やはり違う環境
だったり、セデップの方やたくさんの保育士がいたので部屋に入ることを
躊躇する子が多かった。保育士に抱っこされながら白菜を切る瞬間を見
て、１グループ目は半分に切るととすぐに近寄って見たり、断面の所を手
で触って感触を楽しんでいた。そこから葉を剝がしたり、剥がした葉で仰
いで見たり、一人ひとりが楽しんでいた。葉や芯の部分を触っていた延長
で、芯のみずみずしい部分を擦ると音が鳴ることに気づき、「キュッ
キュッ」と音が鳴ることを楽しんでいた。
・２グループ目は白菜を横にして真ん中を切り、芯と葉の部分に分かれる
と葉をバラバラにする子もいれば、芯の断面の所を触ったり、指先に力を
入れて芯から頑張って剥がそうとしている姿もあった。又、裏返して根っ
この部分が上になると、葉で隠したり、「トントン」と友達と一緒に叩き
ながら楽しんでいる姿も見られた。保育士が沢山の葉を握り、手が濡れる
と一緒に手を触りながら「冷たい」と言ったり、自分の頬に当てて冷たさ
を感じていた。

1歳児…感触（白菜）

・年間を通して旬の野菜に触れている。前回白菜を触って感触を楽しむ姿が見ら
れ、その後にも室内で触ったり手だけでなく足でも感触を楽しむなど、様々な白
菜に触れてきたので、さらに子ども達がどんな出会い方をするのか考えて、前回
に続き白菜を用意した。

２.活動スケジュール

・２グループ４人に分かれて行う。（１グループ20分程度）
・白菜を用意し、子ども達の前で縦や横に切る。断面に触れたり様々な感
触を味わう。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園
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・指先を器用に使いながら、芯から
一生懸命次々となくなるまで剝いて
いた。
・柔らかい緑の葉を持って指先で
触ったり、手のひらに乗せて両手で
挟んでみたり、色々な触り方をして
いた。
・友達が芯の部分を擦って音を鳴ら
すと、真似をしようと擦っていたが
なかなか音が出なかった。
・葉を見て「大きい」と言ったり、
白菜を持つと「重い」「冷たい」と
言ったり、様々な言葉が出ていた。
・剥いていくうちに芯の部分が目
立ってきて、触ることを楽しむうち
に指で擦ると音が鳴ることに気づ
き、得意気に音を鳴らしていた。鳴
る場所、鳴らない場所もやっていく
うちに分かってきて、鳴る部分を
ずっと擦っていた。
・保育士と一緒に断面を削るように
触り、葉がぽろぽろと落ちていくこ
とを楽しんでいた。

・木目調の画板の上に白菜を置く。
・前回感触を楽しむ姿が見られたので、２グループ異なる切り方にしてど
んな触れ合い方をするのか見る。さらに安全面を考慮した上で子ども達の
前で包丁で切って見せる。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


